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学
生
生
活

　

中
央
大
学
生
協
は
、
学
生
書
房
と
学
生
食
堂
を
母
体
と
し
て
、

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
に
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
大

学
生
協
と
異
な
っ
た
独
自
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

　

五
三
年
秋
、
第
一
回
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
組
合
員
数
の
増

加
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
総
会
制
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
総
代
に
よ

る
同
年
十
月
四
日
の
第
一
回
総
代
会
か
ら
、
全
役
員
の
交
代
と
い

う
困
難
な
局
面
に
直
面
し
た
。
稲
葉
弘ひ
ろ
し

元
生
協
専
務
理
事
は
、

後
年
、
急
速
な
事
業
の
拡
大
に
必
ず
し
も
運
営
組
織
が
追
い
つ
い

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
外
部
か
ら
の
批
判
も
強
く
、
学
生
運
動
の

影
響
が
大
き
く
持
ち
込
ま
れ
た
結
果
、と
回
顧
・
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
生
協
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
主
に
役
員
に
占
め
る
学
生

と
教
職
員
の
構
成
比
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
、
従
来
の
七
対
六
か
ら

十
対
三
に
、
さ
ら
に
八
対
五
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
守

屋
善
輝
初
代
理
事
長
か
ら
運
営
基
本
方
針
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ

を
骨
子
と
し
た
定
款
改
正
が
翌
五
四
年
一
月
に
第
三
回
総
代
会
で

決
め
ら
れ
た
。
基
本
と
な
っ
た
「
守
屋
私
案
」
は
、
総
代
・
理
事
・

監
事
は
学
生
・
教
職
員
同
数
と
し
、
業
務
統
轄
の
た
め
に
教
職
員

か
ら
専
務
理
事
を
選
出
、
業
務
に
学
生
理
事
は
タ
ッ
チ
し
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
、
学
生
総
代
か
ら
反
発
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
資
金
枯
渇
の
た
め
業
者
が
納
品
を
と
め
る
動
き
も
み
せ
て
い

る
状
態
の
も
と
で
、
教
職
員
理
事
選
出
、
学
校
か
ら
必
ず
融
資
を

受
け
る
、
売
店
拡
張
と
い
う
付
帯
条
件
つ
き
で
定
款
改
正
と
な
っ

た
。
こ
の
運
営
方
針
は
そ
の
後
、
六
二
年
十
二
月
の
定
款
改
正
ま

で
、
一
〇
年
間
変
わ
ら
ず
に
生
協
運
営
の
基
本
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
後
、
帳
簿
体
系
、
会
計
制
度
も
整
え
ら
れ
、
事
業
の
展
開
を

支
え
て
い
っ
た
。

　

戦
後
、
本
学
同
様
、
多
く
の
大
学
で
生
協
が
発
足
し
、
全
国
大

学
生
協
連
合
会
（
全
協
）
も
で
き
て
い
た
。
中
大
生
協
は
共
同
仕

入
の
た
め
の
事
業
委
員
校
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
そ
の
指
導
部
と
中
大
生
協
理

事
会
の
間
で
意
見
の
相
違
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
全
協
指
導
部
が
実
際
的
な
政
治
行
動
に
力
点
を
置

い
て
の
活
動
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
五
九
年
に
は
決
定
的
対
立
に
至
り
、
十
月
二
十
六
日
に
中
大

生
協
は
全
協
か
ら
の
脱
退
を
決
議
す
る
に
至
っ
た
。
中
大
生
協
の

意
見
は
、
要
約
す

れ
ば
、
大
学
生
協

は
経
済
団
体
と
し

て
の
政
治
的
中
立

性
、
教
職
員
を
含

む
組
織
と
し
て
の

特
殊
性
を
慎
重
に

考
慮
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
対
す
る
全
協
の

数
次
に
及
ぶ
回
答

は
満
足
し
う
る
も

の
で
は
な
い
と
し

て
、
脱
退
を
決
議

し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
生
協
と
政
治
の
関
連
は
、
そ
の
後
再
び
六
〇
年
代
後

半
か
ら
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
全
協
か
ら
脱
退
し
た
中
大
生
協

の
経
験
を
踏
ま
え
た
独
自
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

六
八
年
十
月
に
発
行
さ
れ
た
中
大
生
協
機
関
誌
を
み
る
と
、
林
達

理
事
長
の
「
生
協
運
動
の
位
置
づ
け
」
を
は
じ
め
、「
協
同
組
合

の
原
則
」、「
生
協
運
動
と
政
治
」
な
ど
の
記
事
が
み
え
る
。
生
協

運
動
の
有
力
な
原
型
で
あ
る
ロ
ッ
ヂ
デ
ー
ル
組
合
の
「
政
治
的
及

宗
教
的
中
立
」
と
い
う
基
本
原
則
が
国
際
協
同
組
合
同
盟
の
新
原

則
か
ら
外
さ
れ
た
点
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
協
運
動
の
根

本
原
則
に
も
と
づ
い
て
再
検
討
し
よ
う
と
い
う
方
向
が
う
か
が
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

全
協
脱
退
後
の
中
大
生
協
は
、
一
時
期
、
仮
設
店
舗
で
の
営
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
事
業
拡
大
も
抑
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
「
ス
ト

ア
」
を
中
心
と
し
た
流
通
の
大
き
な
変
化
に
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

た
。
七
七
年
二
月
、
学
生
会
館
内
に
移
転
し
、
よ
う
や
く
一
五
〇

坪
の
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
念
願
の
食
堂
を
再
開
し
た
。

ま
た
、
文
化
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
利
益
還
元
の
方
法
の
充
実
を

図
っ
て
い
っ
た
。
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開
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